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cf. 回転波動関数と多重度 

 
4 つの箱（分子）に 3 つの球（hν）を入れる場合の配置 

 
7 つの箱（分子）に 4 つの球（hν）を入れる場合の配置 

 
n 個の箱（分子）に m 個の球（hν）を入れる場合の最優勢配置 

ボルツマン分布 – 統計力学的裏付
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ボルツマン分布 
(縮退のない場合) 

回転状態の 
ボルツマン分布 

CO (2 Torr, 296 K, l = 10 cm, resolution 0.8 cm –1)
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